
４月定例市長記者会見



福山道路全線と神辺水呑線の新規事業化について

○国道２号では、福山市内に

市内外からの交通が集中し、

朝夕のピーク時を中心とし

た渋滞が発生。

○東西から道路整備が進み、

福山市中心部がミッシング

リンクとなりつつある。

○抜本的な渋滞解消に向け、

期成同盟会を発足して、国

への提言活動等を実施。

国道２号の現状

国道２号バイパスの整備状況



福山道路全線と神辺水呑線の新規事業化について

○２０１６年度（平成28年度）

福山道路の整備促進を目的

とした期成同盟会を発足。

○２０２６年度（令和8年度）

福山道路の未事業化区間と

神辺水呑線の一体的な新規

事業化に向け、期成同盟会

の体制を拡大し、総決起大会

を開催しながら、提言活動を

重ねてきた。

これまでの期成同盟会による提言活動等



福山道路全線と神辺水呑線の新規事業化について

○福山道路（笠岡西～長和）
国事業
延 長 ： 13.2km

   事業費 ： 約3,030億円

➡2026年度(令和８年度)

新規事業化

○神辺水呑線
県事業
延 長 ： 約2km

   事業費 ： 約260億円

➡2026年度（令和８年度）

新規事業化

新規事業化の概要



幹線道路の交通混雑緩和

幹線道路の交通安全の確保

01
救急医療活動の支援

【用之江交差点 ～ 赤坂IC 間の所要時間】
約２３分短縮

現況約４１分→ 整備後約１８分

02

03

04

05

物流効率化による地域産業の
支援

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

ぼつ
■出典

国土交通省 HP
道路分科会第30回事業評価部会 配布資料
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/road01_sg_000783.html

   資料３ 令和８年度 新規事業化候補箇所説明資料 (P.11)より抜粋

【現道の死傷事故件数】 約３割削減
現況３７８件/４年→ 整備後２６５件/４年

【福山港～赤坂IC 間の所要時間】 約１７分短縮
現況約３８分→ 整備後約２１分
【福山港～笠岡西IC 間の所要時間】 約１２分短縮
現況約３５分→ 整備後約２３分

【笠岡地区消防組合消防本部 ～
福山市民病院 間の所要時間】

約１１分短縮
現況約３６分→ 整備後約２５分

【笠岡西ＩＣ～赤坂ＩＣ 間の所要時間】
約１５８分短縮

山陽道通行止め規制時（実績）約１７２分
→ 整備後約１４分

更新
2026.04.07 12：08
更新 中嶋

福山道路全線と神辺水呑線の新規事業化について

整備効果

更新
2026.04.15 08：30
更新 中嶋

■出典
国土交通省（中国地方整備局） HP
令和７年度第２回社会資本整備審議会道路分科会中国地方小委員会資料
https://www.cgr.mlit.go.jp/douro/bunkakai/r07/about/index2.html   
資料ー２ 新規事業候補箇所説明資料 一般国道2号 福山道路（笠岡西～長和）
(P.11)より抜粋



福山市立大学

一ツ樋ポンプ場

埋立検討範囲

○ 2024年10月～翌年3月
国（中国地方整備局）の港湾整備に伴う浚渫
土砂の受入先候補として、国による現地の
土質調査を実施

○ 2025年4～7月
国による構造形式等の検討

○ 2025年8月～
国において、コストダウンの方策を継続検討

○ ２０２６年４月
国から、事業の採算性の観点から、現状では
事業化は困難との説明
市から、事業環境は変わるので、今後も国の
事業を行う際の土砂処分先の候補の一つと
しての検討を依頼

福山港内港地区の埋立について



〇保育料等の現状と今後の方向性

～希望の子育て５か年プラン～

保育サービスの利用と負担の適正化検討
専門家会議

これまで

保育料
２０１５年度から
上限額 月額８０，０００円
→中核市６２市のうち３番目に高い水準（2025年4月時点）

延長保育料
１９９８年度から
日額３００円 月額３，２００円

放課後児童クラブ
利用料

１９９８年度から
月額３，０００円
→公設公営クラブのある中核市２１市のうち
最も低い水準（2025年9月時点）

延長保育料
１９９８年度から
日額３００円 月額３，２００円

放課後児童クラブ
利用料

１９９８年度から
月額３，０００円
→公設公営クラブのある中核市２１市のうち
最も低い水準（2025年9月時点）

今後の方向性

引き続き、質の高いサービスを

維持していくために、適正な受

益者負担の在り方を整理。

この中で、加速する少子化の抑制

に向けて、特に子育て家庭の経済的

負担を引き下げる。

※他都市との比較などの詳細は今後整理予定。



〇構成委員（予定） ※50音順

委員 所属 主な経歴
主な専門分

野

池本 美香
（いけもと みか）

（株）日本総合研究所
上席主任研究員

・福山市「総合計画等策定に係る有識者会議」
委員
・厚生労働省「社会保障審議会児童部会
放課後児童対策に関する専門委員会」委員

こども・女性政策
（保育、教育、労
働、社会保障等）

吉田 正幸
（よしだ まさゆき）

（株）保育システム研究
所 代表取締役

・福山市「少子化対策専門家会議」委員
・厚生労働省「社会保障審議会児童部会」委員

保育制度・政策

渡邉 真帆
（わたなべ まほ）

福山市立大学 講師 ・「福山市立大学附属こども園運営協議会」委員 幼児教育学

○スケジュール（予定）
２０２６年
４月下旬 第１回会議開催
５月中 第２回会議開催

○会議の概要
子育て家庭の経済的負担に配慮しつつ、持続可能で質の高い保育サービ
スを維持していくため、中核市の中で比較的高い水準にある第１子保育料の
引下げに向けた検討を進めるとともに、延長保育料と放課後児童クラブ利用
料については適正な受益者負担の在り方を整理する。

これらの検討に当たっては、外部の有識者による会議体を設置することで
専門的な見地から意見をいただき、見直し案に反映していく。

※８月頃までに、５回程度開催

９月を目途に
見直し案を取りまとめる



（仮称）ふくやま未来大賞
表彰制度の創設に向けて実行委員会を設立

４月２７日（月） ６月 ７月 ９月～１１月 ２０２７年２月

• 実行委員会設立 • 審査委員会設置 • 制度公表

• 各団体への
推薦依頼

• 受賞者選考 • 表彰式

市内産学金官民で構成 外部有識者で構成

市制施行
110周年
記念事業

受賞者

福山のこども達

• 先進的な発想や手法を
用いているか

• その分野の未来を変える
可能性があるか

など

福山市民又は福山市にゆかりのある４０歳代までの個人で

世界・日本・地域の未来を変える将来性ある活動を行う者

※ゆかり・・・在住・通学（過去含む）、活動拠点がある など

表彰テーマは絞らない
 ※科学、宇宙、環境、芸術、経済、地域など様々な分野で

未来をリードする活動

○対象者

○表彰テーマ

○選考の視点

表彰イメージ（詳細は審査委員会で議論）

←選考の視点修正

国内外において、革新的・先取的な取組でその分野をリードする福山市民又は
福山市にゆかりのある者を発掘・表彰

福山から未来社会に変革を起こす

「ビジネス」という表現
を「経済、地域」という
表現に修正→

「未来をリードする」と
いう表現に修正→



４月２７日（月） 実行委員会設立

５月～ 審査委員会 設置

７月～ ８月 制度公表・各団体への推薦依頼

９月～１２月 受賞者選考

～ ３月 表彰式

分野 構成団体

産

福山商工会議所
福山市商工会連絡協議会
福山市農業協同組合
福山観光コンベンション協会 など

学
福山大学
福山平成大学 など

金
広島銀行
中国銀行
もみじ銀行 など

官 福山市

その他
福山市医師会
報道機関

市内産学金官で構成

経済や地方創生などの分野を
代表する有識者により構成する
予定

スケジュール（予定） 実行委員会の構成（予定）

５月～に修正→



「資源循環・地域資源・脱炭素」モデル構築事業

ツネイシグリーンエナジー株式会社
「神石高原バイオマス発電所」



エネルギーの地産地消に関する取組

神石高原バイオマス発電所からの電力を、福山未来エナジーが調達し、公共施設に供給
地産地消の推進（熱・炭＋電力）、地域経済の活性化（安価で環境にやさしい電力の供給）

再生可能エネルギー地産地消の取組「資源循環・地域資源・脱炭素」モデル構築事業

電力

備後圏域内の公共施設

福山未来エナジー株式会社
（福山市10％出資）

備後圏域内の地産電源

福山ローズエネルギーセンター

約8,300万kWh/年約1,500万kWh/年

約600万kWh/年

約600万kWh/年 約9,300万kWh/年

約500万kWh/年

売電

2026年6月～

真ん中の2026年6月～を追
加しただけ



４月定例市長記者会見



鞆地区の事業について

アクセス市道

西側②拠点

西側④拠点

接続道路

西側①拠点

東側拠点

西側③拠点
（平地区ふれあい

防災広場）

福山市
鞆支所

沼名前神社
福山市立
鞆の浦学園

福山市鞆の浦
歴史民俗資料館

鞆てらす

西側①拠点
（市営渡船の待合所など）

東側拠点
（市営渡船場待合所、交流スペースなど）

西側②拠点

バス転回場、

交流施設 西側④拠点

2027（R9）年度供用開始

2027（R9）年度供用開始

本年4月供用開始

2027（R9）年度内完成

2027（R9）年度供用開始

県営桟橋

西側③拠点（平地区ふれあい防災広場）

一般駐車場

東側拠点
（市営渡船場待合所、交流スペースなど）
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